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国土地理院における超長基線測量関連のこの一年間の動きを報告する。1999 年３月に発足した
ＩＶＳ（国際ＶＬＢＩ事業）にネットワーク観測局及び相関局として参加した。1999 年の国際観
測では、ＣＯＲＥ、ＡＰＳＧ、ＣＲＦ、ＶＬＢＡ、ＮＡＶＥＸのプロジェクトにつくば局及び鹿島
局が参加した。日独ＶＬＢＩ共同観測を 1999 年５月 25 日から６月 18 日迄の間に合計 13 回行い、
国土地理院の相関器を用いて相関処理を行った。また、極地研究所と協力して、1999 年２月 17 日
に鹿島局（26m）と昭和基地観測局（11m）との間で観測を行った。
　一方、国内観測は、つくば・鹿島・新十津川・父島・姶良の固定局５局８基線からなる国内超長
基線測量網について定期的に行い、相関処理及び基線解析処理をつくば中央局で行った。

１．日独ＶＬＢＩ共同観測
　国土地理院のつくば局とドイツ連邦地図測
量庁（BKG）のベッツェル局にて、つくば－ベ
ッツェル間の単基線の共同観測を実施した。観
測は 5 月 25 日から 6 月 18 日間に合計 13 回行
った。1回の観測時間は約 1時間で各々20 個の
データを記録した。
　ベッツェル局で記録された観測テープは日
本に送られ、国土地理院の相関器を用いて相関
処理を行った。今回は、ＩＶＳに相関局として
登録されたつくば VLBI 中央局が初めて行う国
際観測の解析作業となった。国土地理院で作成
したデータベースを用いて、現在ドイツ側（ボ
ン大学）で解析処理が行われている。
  今回得られたデータは、つくば
－ベッツェル基線に対しほぼ垂直
な基線であるベッツェルと米国グ
リーンバンクとの間で得られてい
るデータと比較される。ベッツェ
ル－グリーンバンクの基線は、こ
れまで高密度連続観測の実績があ
るが、1基線観測であり精度検証が
不可能であった。今回の観測結果
と比較することで、UT1 の高精度決
定に重要な知見をもたらすものと
期待される。

２．１９９９年の国際観測
１９９９年は CORE、APSG、CRF
のプロジェクトを継続して行うと
ともに、新たに VLBA、NAVEX の２
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　　　　１９９９年に実施した国際ＶＬＢＩ観測

 観測実験名  観測名 開始日

　CORE-B601  CB601 10-Mar

　CORE-B604  CB604 23-Aug

　CORE-B605  CB605 4-Oct

　CORE-B606  CB606 18-Oct

　NAVEX-S16  NAXS16 27-Sep

　APSG-5     APSG5 1-Nov

　APSG-6     APSG6 4-Nov

 観測実験名  観測名 開始日

　CORE-A060　CA060 20-Apr

　CORE-A064　CA064 15-Jun

　CORE-A066  CA066 13-Jul

　CORE-A075　CA075 16-Nov

　CORE-A076　CA076 30-Nov

　CORE-A077　CA077 14-Dec

　CORE-B602　CB602 19-May

　CORE-B603　CB603 30-Jun

　CRF-8　　　CRF08 26-Jul

　VLBA16　　 RDV16 21-Jun

　VLBA18     RDV18 20-Dec



プロジェクトに参加した。参加した国際観測はつくば局が１１回、鹿島局が７回の合計１８回であ
る（表参照）。

ＣＯＲＥは、世界中に配置された約２０局の高性能 VLBI 観測局により、地球回転を連続して観
測するという壮大な計画であり、従来のプレート運動の検出などに加え、高精度地球回転パラメー
タの連続監視を大きな目的としている。
CORE プロジェクトが掲げた科学的な目的は、地球オリエンテーション（EOP）の変化の連続記録
であり、取得データは非常に短周期までＡＡＭ（大気角運動量）に感度を持つことにある。達成す
る精度は、観測局の速度場誤差について数百μｍ／１年（現状は数 mm／１年）、UT１は数μ秒／１
日（現状は１０μ秒／１日）、極運動２０μ角度秒／１日（現状は２００μ角度秒／１日）、銀河系
外電波源の位置は２０μ角度秒（現状は１ミリ角度秒）であり、国際地球基準座標系（ITRF）や国
際天球基準座標系（ICRF）の高精度化と維持に貢献するとともに、海洋、大気（風）と固体地球間
の連続的な運動のやりとりの研究、エルニーニョの早期発見、地震シグナルの検出、地球の核の形
態の研究、海面変動の監視等に役立てることができる。CORE 参加局を上図に示す。1999 年の CORE
ネットワークは、少なくとも極位置では 100μ角度秒、UT１では 3.5μ秒の精度でＥＯＰが得られ
るよう計画された。

　ＡＰＳＧ（Asia-Pacific Space Geodynamics：アジ
ア太平洋宇宙測地観測）は、アジア太平洋地域にＥＵ
ＲＥＦ（ヨーロッパ）、ＮＡＤ８３（北米）に相当す
る地域基準系を構築することを最大の目的として、ア
ジア地域の宇宙測地技術をほぼ全て投入し、統合解析
して高精度な網を構成する。ＡＰＳＧの共同観測は、
ＡＰＳＧ９７（1997 Asia Pacific Regional Geodetic
Project）の一環として開始された。このプロジェク
トは、ＰＣＧＩＡＰ（Permanent Committee on GIS
Infrastructure for Asia and the Pacific：アジア
太平洋地理情報基盤常置委員会）の第一作業部会によ
って企画され、国連地域地図会議にバックアップされ
ている。APSG セッションは、1997 年に開始され１年
に２回（10 月頃）行われる。1999 年は、11 月に鹿島
局が参加し２回行った。



参加局は GILCREEK（アラスカ）、KOKEE（ハワイ）、TSUKUB32 又は KASHIM26（日本）、SESHAN25（中
国）、URUMQI（中国）、HOBART26（オーストラリア）の６局である。

　ＣＲＦ（Celestial Reference Frame ：天球基準系）は USNO（米国海軍天文台）がスケジュー
ルの作成と解析を行っており、現 CRF を改良するための天文観測を純粋に行うとともに、「新たな」
電波星を観測することにより、CRF を拡充・高密度化することに役立てられる。結果はＩＥＲＳの
ＩＣＲＦに反映される。CRF セッションは、おおよそ、１年に４回程度行われる。1999 年にはつく
ば局が１回参加した。
参加局は HARTRAO（南アフリカ）、HOBART26（オーストラリア）、FORTLEZA（ブラジル）、WETTZELL

（ドイツ）、KASHIM34（日本）、SYOWA10（南極）、NOTO（イタリア）、TSUKUB32（日本）、SESHAN25
（中国）等である。

  ＶＬＢＡ（Very Long Baseline Array：ＶＬＢ観測網）は隔月で行う天文及び測地観測であり、
米国天文ＶＬＢＩ観測網（VLBA）１０局と測地観測局１０局を加え合計２０局程度が参加する実験
である。この実験は１９９７年から開始され成功した RDV シリーズの継続実験であり、1999 年に
は６回行い、この内の２回につくば局が参加した。
この実験は、USNO（米国海軍天文台）、NASA（米航空宇宙局）、NRAO（米国立電波天文台）の３機
関の測地プログラムによって調整されている。得られたデータは各機関がそれぞれの目的で使用し
ている。
参加局は測地観測局が Tsukuba　 Gilcreek   HartRAO    Kokee    Medicina    Ny Alesund

Onsala  Westford   Wettzell　 GGAO   Green Bank、米国天文ＶＬＢＩ観測網が　Brewster　Fort
Davis 　Hancock　 Kitt Peak 　Los Alamos 　Mauna Kea 　North Liberty　Owens Valley 　Pie
Town   St. Croix である。

　ＮＡＶＥＸ（Navnet Experimental）は USNO が行っている不定期な観測プロジェクトであり、天
文基準系の改良のために実施される。1999 年の NAVEX セッションは二つの目的がある。一つは新
しい天体電波源の調査である。これは、USNO が行っている「Near＆Far」調査として知られている
赤方偏移の小さな（ｚ＜０．０５）ものと大きな（Ｚ＞３）ものの調査である。二つめの目的は、
既存の電波源の天体位置の向上のためである。1999 年末までに１６回の実験が行われた。
　参加局は KOKEE（ハワイ）、GILCREEK（アラスカ）、NRAO20（アメリカ、西バージニア州）、WETTZELL
（ドイツ）、TSUKUB32（日本）、NYALES20（ノルウェー：北極）、ALGOPARK（カナダ）等である。

３．南極ＶＬＢＩ観測
1999年 2月 17日に鹿島局（26m）と昭和基地観測局（11m）間で２４時間の VLBI共同観測を
行った。この観測は、昭和基地観測局が IVSに参加するための性能調査を主目的としている。
相関処理と基線解析はつくば中央局にて行った。相関処理は１８電波源の１０３観測につき、Ｓ
Ｘ共にフリンジ検出に成功した。基線解析は３名が独立に行ったが、電波源位置精度の悪いものが
あるため、一部の電波源についてはその推定も行った。３通りの基線長解についての標準偏差は±
96mm、±137mm、±104mmであり、平均の基線長は 11391622.411ｍであった。

４.国内ＶＬＢＩ観測
　国土地理院では、精密測地網やＧＰＳ連続観測点の高精度規正、プレート運動及び地殻変動の検
出等を目的として、ＶＬＢＩによる国内観測を実施している。国内のＶＬＢＩ固定観測局は、新十
津川局（北海道）、鹿島局（茨城県）、つくば局（茨城県）、姶良局（鹿児島県）、父島局（東京都小
笠原村）の 5 局である。1996 年度より固定観測局間の観測が始まり、これまでに十数回の観測を
実施し、相関処理・基線解析を行った。解析には、1997 年に新たに導入した 3 局 3 基線対応の相
関処理装置と NASA で開発された基線解析ソフトウェア SOLVE Ver.5.0108 を用いた。1996 年から
の基線長の変化グラフを下図に示す。



　基線長変動（つくば局を除く）は、年間約-72mm（姶良－父島）～-7mm（鹿島－新十津川）の縮
である。今後、定常的に観測を繰り返すことにより、日本列島の位置を高精度に決定するとともに、
プレート運動の解明、海面変動の監視や地震調査研究等の環境・防災研究に大きく貢献するものと
期待される。

５．国内観測のリモート実験
　現在、国土地理院における国内観測は年間４回実施している。観測は、各観測局に作業員を配置
して行っているが、各局で用いているＶＬＢＩ観測システムは、宇宙測地館２階にあるＶＬＢＩ中
央局からの遠隔操作によるリモート観測も可能な機能を有している。そこで、９月に遠隔操作によ
る２４時間観測を実施し、有効性や運用の安全性の確認を行った。その結果、一部改善しなければ
ならない点もあり、リモート観測の可能性について検討中である。

KASIMAーSHINTOTSUKAWA(Hokkaido)間
Baseline Length 846453.90(m)
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KASIMAーCHICHIJIMA(Ogasawara)間
 Baseline Length 995013.65(m)
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KASIMAーAIRA (Kagosima)間
Baseline Length 1035627.37(m)
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AIRAーCHICHIJIMA間
Baseline Length 1239451.13(m)
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KASHIMA-TSUKUBA間
　VLBI基線長　-54.314.275(Km)
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国内ＶＬＢＩ観測による基線長変動グラフとＶＬＢＩ観測網


